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文 献

第1章　 緒 言

姙娠診断の反応には生物学的方法 と生化学

的方法がある.即 ち, Zondek-Aschheim氏 反

応並に其の改良法,「フ リー ドマン」氏排卵試

験法,「アブデルハルデン」氏反応並に其の改

良変法,「 ベルコビッツ」氏瞳孔反応,「 ビシ

ヤー ・ボーマン」氏尿姙娠反応等種々な る診

断方法が研究 されていて各々優秀なる成績を

挙げてい る.

余は先に人胎盤を以て家兎を強力に免疫 し

て得た家兎血清が姙婦血清並に 其の尿 と血清

学的に特異的なる反応す ることを確認 し此の

血清学的反応を応用して尿か ら簡単に姙娠 の

有無を診断す る事に想達 したが,た また ま最

近に至 りWalter Schlor1)が 沃度 チンキを使

用した簡単な姙婦尿 の反応を発表 したのでそ

れの追試を行いい さ ゝか成績を得たので報告

す る.

第2章　 実 験 方 法

実験方法は簡単であ る.即 ち姙婦尿 と非姙

娠尿の比重を等 し くした後,各 々を試験管に

6cc宛 入れ之に局 方 ヨー ドチ ンキを 黄褐 色を

呈す る迄滴下して両方の色調を等 し くす る.

此 の場合同 じ色調の黄褐色に着色す る迄に姙

婦尿は然 らざるものに比 しよ り多 くの 「ヨー

ドチンキ」を要す る.此 の黄褐色に着色 した

尿を漸時煮沸す るとその色調に変化を来す.

即ち非姙婦 尿に於ては直 ちに藁色に褪色 し次

第にぼけた色調になる.之 に反し姙娠 尿に於

ては,バ ラ色乃至はいちご色 に変化 し,冷 却

す るに従い褪せた黄色に変化す る.し か し之

を再び熱す ると多 くの場 合 再 び元 の 色 に帰

る.

尚尿が アルカ リ性 の場合 は稀醋酸を滴下 し

て弱酸性に修正した後本試験を行 う.実 験結

果は加熱後 バラ色乃至いちご色を呈す るもの

を陽性 とし,直 ちに褪色 して藁色に 変化す る

ものを陰性 として,茶 褐色に変化す るものを

疑陽性 として記入 した.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 姙娠尿 に 於け る実験

先 づ 本反応 を姙娠2ケ 月～10月 の 姙婦尿

100例 に就いて行つた結果は第1表 の如 くで

あ る.

此の結果を通覧す るに姙娠Ⅱ, Ⅲ ケ月では

陽性率は低 いが姙娠 月数の進むに従い,陽 性

の ものの数が増加 してい る.即 ち第2表 に示

す如 く,姙 娠 前半期 に於 け る陽性率は70.8

 (87.7)%で あるに比 し後半期の夫れは91.4

 (97.1)%で ある.
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第1表

()内 は陽性と疑陽性の合計

第2表

第2節　 非姙娠 尿に於け る実験

非姙娠尿 として,正 常婦 人尿,並 に各種結

核患者及び子宮癌患者 尿,梅 毒患者尿に就い

て実験を行つた.其 の成績は第3表 に示 した

通 りであ る.

此 の結果をみ ると非姙娠尿に於て も82例 中,

陽性11例 疑陽性4例 あ り.即 ち,陽 性率13.4

% (18.7%)で ある.此 の中特 に結核に於 て

陽性率が高い様 であるが,僅 か10例 で あるの

で特に此の反応 との関係 を云 々す ることは不

可能であ るが,第4表 に示す如 く症状 の比較

的軽い と診断 された ものに陽性並に疑陽性の

反応を呈 した ことは面白い.

第3表

亦労働 との関係に就き高松電話局の女交換

手10名 に就 き同一人の就業前,作 業終了後及

び休息 中の尿を実験 したが作 業の前後を通 じ

異つた反応を示 した ものは無かつた.

第4表

第5表　 高松電話局交換手に於ける実験成績

第4章　 総括 並 に結論

Waller Schlorの 反応は其の本態 は 未だ判

らないが彼の言 う如 く総 ての姙娠尿に特 異な

反応ではない.即 ち余が追試 した処では姙娠

尿100例 中陽性78例,疑 陽性10例,陰 性12例.

即 ち,陽 性率78%(疑 陽性を含めて88%)で

あつた.亦 非姙娠尿82例 中陽性11例,疑 陽性

4例,陰 性67例.即 ち陽性率13.4%(疑 陽性

を含めると18.7%)で あつた.姙 娠尿の 中で
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は最終月経後45日 目に於 て既に陽性を示 した

もの もあつたが概 して姙娠前半期 よ りも後半

期の方が陽性率が高い.即 ち姙娠前半期では

65例 中陽性46例,疑 陽性8例,陰 性11例,陽

性率70.8%(疑 陽性を含めて87.7%)之 に反

して姙娠後半期に於ては, 35例 中,陽 性32例,

疑陽性2例,陰 性1例,陽 性率91.4%(疑 陽

性を含めると97.1%)で あつた.

非姙娠尿中,結 核,梅 毒,子 宮癌患者尿に

ついて行つた実験成績では特別に此等 の疾病

との間に特殊な関係は見出せなかつたが,結

核に於 て陽性及び疑陽性 を示 した尿は何れ も

軽症 と診断 された患者の尿であつた事は面白

い と思われ る.尚 高松電話局交換手に就いて,

作業の前後並に休息 中の尿に就 き実験 した結

果は同一人に於ては何れ も作業の前後並に休

息中の尿の反応に変化はなかつた.

以上得た成績を従来の成績に比較 して見 る

に姙娠尿の陽性率78%(疑 陽性を 含めて88

%)は ベル コビ ッツ氏瞳孔反応の75%に は勝

るがZondek-Aschheim氏 反応の96%(新 井

氏改良法98%),フ リー ドマン氏排卵試験の

98.9%,ビ シヤー ・ボーマン氏尿姙娠診断法

の94～96%に は遙かに及ば ない.亦 アブデル

ハル デン田辺氏変法の陽性率前半期87%,後

半期55%に 比較す ると姙娠前半期に於ては同

じ程 度の陽性率であ るが後半期に於 ては遙か

に本法の方が勝つてい る.而 も操作 の簡単 な

点で甚だ便利であ る.

以上結論 として

1)　 Walter. Schlorの 「沃度 チンキ」を使

用す る姙娠 尿の反応を追試 して姙娠 尿に於 て

陽性率78.0%(疑 陽性を含めて88.0%),非

姙娠 尿に於 て陽性率13,4%(疑 陽性 を含 めて

18.7%)を 得た.

2)　 陽性率は姙娠 前半期に比 し,後 半期は

遙に高い値 を示 した.

3)　 本反応 と結核,梅 毒,子 宮癌 との間に

は特別 な関係はない.

4)　 本 反応 と作 業(労 働)と の間に も何等

関係はない.

擱筆するに臨み,終 始御懇篤な御指導を賜り,且

つ御校閲を忝くした恩師緒方敎授に深謝すると共に

材料の提供を惜しまれなかつた当大学医学部産婦人

科敎室員並に結核予防会仲原博士の御援助を謝す.
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Studies on the Walter Schlor's Test of Pregnancy

By

Tetsuo HIRAMATSU

The author attempted to rcexamine the Walter Schlor's test of pregnancy which was

 reported in Deut. med. Wochschr. Dezember 1950. The results of the examination were

 summarized as follows:

1. The positive reaction was at the rate of 78.0% in pregnant women, while 13,4%

 in normal ones.

2. The rate of positive reaction was much higher in the later stage of pregnancy than
 in the early stage.

3. This test was not influenced by tuberculosis, syphilis and uterus cancer.
4. Physical work had no influence upon this test.


